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任者のルーラ（Luiz Inácio Lula da Silva：2003 ～
2010 年在職）や前々任者のカルドーゾ（Fernando 
Henrique Cardoso：1995 ～ 2002 年在職）と同様，
大統領職を 2 期 8 年務めることとなった。




昇し，2013 年 3 月には 65％に達した。ところが，


































であったが，1994 年の憲法修正により 4 年に短
縮された。その代わり，1997 年から連続再選が 1
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回だけ認められており，それ以降はいずれの政権

















































年 11 月までの調査で選択肢として挙げられている大統領候補は 2014 年 2 月以降の調査におけるものと大きく異なる
ため，厳密な意味では比較可能でない点に留意されたい。また，2013 年 8 月の調査結果については，調査に上記の質
問が含まれていたか不明であるため，掲載しなかった。
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2013 年 2 月末には，2014 年選挙における大統
領候補となることがルーラによって発表され，再
選に向けてハードルがまったくないかにみえたジ







た（Oliva and Khoury ［2013］）。この動きは投票動
















めていたが（舛方 ［2013］），その傾向は 2013 年 6
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月，選挙最高裁判所（Tribunal Superior Eleitoral: 
TSE）は新党登録に必要な 49 万 2000 人の有権者
の署名を集められなかったことを理由に「持続可
能なネットワーク」の政党としての登録を拒否し













2014 年 3 月に多くのメディアによって報道され
た米国のパサデナ（Pasadena）製油所買収問題で
ある。2005 年にベルギーのアストラ・オイル社
（Astra Oil）が 4250 万ドルで購入していた米国テ
キサス州の同製油所について，ペトロブラスが
その株式の 50％を市場価格よりもはるかに高額
の 3 億 6000 万ドルで 2006 年に取得したが，そ
の決定に関与していたのが，当時官房長官であっ
たジルマであった（Folha de S. Paulo, 13 de março 











































ローガンに「Mais Mudanças, Mais Futuro（さら















直ちに影響を与えた。7 月 15 ～ 16 日にかけて行
われた調査で，カンポスに投票するとした回答者
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アエシオは決選投票でマリーナを支持すべきであ





















日に当たる 5 日の午前 8 時に開始され，投票義務
のある 18 ～ 69 歳までの全国民に加え，義務では
ないものの投票権のある 16 ～ 17 歳，および 70

































たされ，10 月 20 日の調査ではジルマ（46％）が
アエシオ（43％）を逆転した。
その後，10 月 22 ～ 23 日の投票動向調査で，
両者の差は 6％ポイントにまで広がったが，投票
2 日前の 10 月 24 日に発売された週刊誌『ヴェー
ジャ（Veja）』（6）がペトロブラス問題の容疑者の
発言を引用して，ジルマとルーラが同問題の全貌
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をアエシオ支持者が埋め尽くすなど，政権交代へ













得票数 ％ 得票数 ％
ジルマ（PT） 43,267,668 41.59 54,501,118 51.64
アエシオ（PSDB） 34,897,211 33.55 51,041,155 48.36
マリーナ（PSB） 22,176,619 21.32
その他（注） 3,682,304 3.54




（出所） 選挙最高裁判所のホームページ（www.tse.jus.br/）をもとに筆者作成。2014 年 11 月 25 日。
（注） 主要 3 候補以外の 8 名の候補者に対して投じられた票の合計。
































































































全調査対象者 40 24 22 3 4 5
世帯月収（レアル）
-1,488 49 17 20 3 4 7
1,448-3,620 37 26 24 5 5 5
3,620-7,240 28 33 25 8 5 2
7,240- 24 41 25 5 3 2
教育
初等教育修了 50 19 18 1 3 8
中等教育修了 38 24 24 4 5 4
高等教育修了 26 34 26 8 5 3
年齢
16-24 36 24 25 8 4 5
25-34 38 22 26 4 5 4
35-44 43 22 21 4 5 5
45-59 42 25 20 3 4 6
60- 42 27 19 1 2 8
性別
男性 41 25 23 5 4 3
女性 39 23 22 3 4 7
地域
南東部 32 27 25 5 5 5
南部 38 32 15 4 3 8
北東部 55 13 21 2 3 5
中西部 33 32 23 3 4 5
北部 47 22 20 3 2 5
（出所） 2014年10月3日から4日にかけて行われた世論調査機関ダッタフォーリャ（Datafolha）の調査結果をもとに筆者作成。
（注） 主要 3 候補以外の候補者の 1 人を選択した回答者の割合の合計。
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挙の第一回投票前日および前々日（2014 年 10 月































































（rendimento de trabalho）はそれぞれ 1044 レアル










































































験こそないものの，2003 ～ 2010 年まで 2 期にわ
たってミナスジェライス州知事として高い支持
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率を維持した。社会党のカンポスは 2004 ～ 2005
年にかけてルーラ政権下で科学技術大臣を，2007
年からは 2 期にわたってペルナンブコ州知事を務









勝利したのは，1989 年に国家再建党（Partido da 
Reconstrução Nacional: PRN）を自ら創立して出馬















































い（Folha de S. Paulo, 14 de setembro de 2014）。キッ
チェルトら（Kitchelt et al. ［2010］）は，選挙が政
党の提示する政策プログラムをめぐる争いとなる
ことを「政策プログラムをめぐる政党制の構造化
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造化が進みつつある。しかし，2010 年選挙におい
て提示した公約の 43％を実現していない（Folha de 





















































































（出所） 選挙最高裁判所に提出された各候補の選挙公約と Folha de S. Paulo, 14 de setembro de 2014 をもとに筆者作成。





































⑹ 10 月 24 日に発売された同誌の表紙はジルマとルー
ラであったが，表紙を使った広告は選挙最高裁判
所によって禁止された。




52.4％の有効票を獲得した（O Estado de S. Paulo, 27 
de outubro de 2014）。





みした約 1120 万票のうち，730 万票は「ボルサ・
ファミリア」の受益者数が総人口の 25％を下回る
基礎自治体において獲得したものである（Folha de S. 
Paulo, 2 de novembro de 2014）。
⑽ ただし，ジェトゥリオ・ヴァルガス財団（Fundação 
Getulio Vargas: FGV） の ア モ リ ン・ ネ ト 教 授
（Octavio Amorim Neto）によれば，州知事の影響









州 知 事 に 当 選 し た ブ ラ ジ ル の 共 産 党（Partido 




⒀ 労働者党は 2002 年の選挙に際してのみ，候補者選
出の予備選挙を行った。




⒂ 2010 年の大統領選挙については，近田 ［2010］を
参照されたい。





義」（『ラテンアメリカ・レポート』Vol. 27, No. 2，
2-14 ページ）。
近田亮平 ［2012］「2012 年の悪いなりの締めくくり－
ブラジル経済動向レポート 2012 年 12 月」（http://






Vol. 30, No. 2，57-66 ページ）。
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